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全珠連珠算・暗算検定試験 

全 国 一 斉 施 行 

第４３５回令和 8.９.2７ 

第４３６回令和 8.１１.２９ 

珠
算
お
か
や
ま 

秋
の
学
び
を
糧
に
、
未
来
へ
と
繋
ぐ
そ
ろ
ば
ん
教
育 

 

岡
山
県
支
部 
支
部
長 

 
 
 
 
 

池
上 

修
生 

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
支
部
活
動
な
ら
び
に
そ
ろ
ば

ん
教
育
の
振
興
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

文
章
の
冒
頭
、
な
ら
び
に
夏

の
各
種
事
業
の
ご
報
告
に
先
立

ち
ま
し
て
、
熊
本
地
震
を
は
じ

め
、
千
葉
県
で
の
豪
雨
災
害
、
石

川
県
羽
咋
市
や
富
山
県
氷
見

市
、
福
井
県
な
ど
を
襲
っ
た
豪

雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
、
謹
ん
で
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
今
な
お

不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
方
々
の
安
全
と
、
被

災
地
の
念
願
な
る
一
日
も
早
い

復
興
を
深
く
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 

こ
の
夏
も
「全
国
一
斉
施
行

検
定
試
験
」を
は
じ
め
、
「
岡
山

県
珠
算
競
技
大
会
」
や
「
全
日
本

珠
算
選
手
権
大
会
」、
「
中
国
五

県
珠
算
選
手
権
大
会
」
な
ど
、

数
々
の
事
業
や
大
会
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
猛
暑
の
な

か
、
持
て
る
力
を
存
分
に
発
揮

し
て
競
技
や
試
験
に
挑
ん
だ 

選
手
・
生
徒
の
皆
様
の
情
熱
、
そ

し
て
温
か
く
サ
ポ
ー
ト
し
指
導

に
あ
た
ら
れ
た
先
生
方
の
ご
尽

力
に
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。 

さ
て
、
実
り
の
秋
を
迎
え
、
学

習
や
各
種
検
定
に
向
け
た
取
り

組
み
が
一
段
と
熱
を
帯
び
る
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
得
る
「集

中
力
」
や
「忍
耐
力
」
、
そ
し
て

「
目
標
を
達
成
し
た
と
き
の
喜

び
」
は
、
生
涯
に
わ
た
る
大
き
な

財
産
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

社
会
や
学
校
現
場
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
な
ど
を
通
じ
、
そ
ろ

ば
ん
の
持
つ
魅
力
を
次
の
世
代
へ

広
く
伝
え
て
い
く
取
り
組
み
も

引
き
続
き
重
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
当
支
部
に
お
き
ま
し
て

も
、
会
員
減
少
と
い
う
厳
し
い
課

題
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
が
、
何
よ
り

大
切
な
の
は
会
員
皆
様
の
お
声

で
あ
り
、
力
を
合
わ
せ
た
歩
み
で

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
の
成
長
を
温
か
く

見
守
る
と
と
も
に
、
伝
統
あ
る 

「
そ
ろ
ば
ん
」
を
未
来
へ
と
繋
い

で
い
け
る
よ
う
、
支
部
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
朝
夕

の
寒
暖
差
が
増
す
季
節
柄
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
い
た
だ
き
、

実
り
多
き
秋
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
八
年
度 

岡
山
県
珠
算
競
技
大
会 

兼
中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
予
選 

中
国
五
県
珠
算
選
手
権
大
会
予
選
を
兼
ね
た
本
大
会
は
午
前
十
時
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

小
学
生
の
部
九
十
二
名
、
中
学
生
の
部
四
十
五
名
、
高
校
・一
般
の
部
十
二
名
の
総

勢
百
四
十
九
名
の
選
手
た
ち
は
、
各
部
門
で
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し
、 

熱
戦
が 

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

【
検
定
事
業
表
彰
】 

 
 

検
定
二
、
〇
〇
〇
名
以
上 

 
 
 
 
 

平
上 

博 
(

賀
陽) 

 
 

検
定
一
、
〇
〇
〇
名
以
上 

 
 
 
 
 

中
野 

智
惠(

吉
備) 

 
 
 
 
 

河
相 

睦
美(

備
南) 

☆
支
部
表
彰 

【
永
年
在
籍
表
彰
】 

十
年 

 

大
山 

由
起
子(

津
山) 

 

平
上
本
部
顧
問
よ
り
ご
挨
拶 

を
い
た
だ
い
た 

正
副
議
長
選
出 

 

議 

長 

 
 
 
 

豊
田 

澄
子(

津
山) 

 

副
議
長 

 
 
 
 

則
武 

雅
美(

岡
山) 

 

議
事
録
署
名
人 

 
 
 
 

河
相 

睦
美(

備
南) 

 

書
記 

 
 
 

大
森
事
務
員 

 

定
数
報
告 

 
 
 
 

出
席
者 

二
十
三
名 

 
 
 
 

委
任
状 

三
十
七
名 

正
会
員
数
六
十
四
名
の
過
半 

数
に
達
し
て
い
る
の
で
総
会
が 

成
立
す
る
こ
と
を
報
告 

 

【
議
事
】 

第
一
号
議
案 

 

事
業
報
告 

 
 
 

池
上 

修
生 

支
部
長 

 

収
支
決
算
報
告 

 
 
 

坪
井 

薫
久 

会
計
担
当 

 

監
査
報
告 

 
 
 

河
相 

睦
美 

監
査
委
員 

 
 
 

第
一
号
議
案
【承
認
】 

第
二
号
議
案 

 

事
業
計
画 

 
 
 

池
上 

修
生 
支
部
長 

 

収
支
予
算
報
告 

 
 
 

坪
井 

薫
久 

会
計
担
当 

 
 
 

第
二
号
議
案
【承
認
】 

○
閉
会
の
こ
と
ば 

 
 

落
合 

正
治 

支
部
参
与 

 

支
部
通
常
総
会 

 
 
 
 
 
 
 

令
和
八
年
七
月
五
日
（日
） 

【岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
】 

令
和
八
年
八
月
三
十
日
（
日
） 

十
時
～
十
二
時 

 
岡
山
珠
算
会
館 

岡
山
県
支
部
通
常
総
会
が 

常
任
委
員
会
の
後
、
開
催
さ
れ
た 

〇
開
会
の
こ
と
ば 

 
 
 
 
 

平
上 

博 

副
支
部
長 

○
支
部
長
あ
い
さ
つ 

 

表
彰 

 
 
 
 

（
敬
称
略
） 

☆
本
部
表
彰 

【
永
年
在
籍
】 

七
十
年 

 

鳥
越 

仲
二(

矢
掛) 

六
十
年 

 

平
上 

一
孝(

賀
陽) 

六
十
年 

 

成
本
真
三
幸(

東
備) 

五
十
五
年 

平
上 

保
子(

賀
陽) 

五
十
年 

 

西
中 

俊
子(

岡
山) 

五
十
年 

 

則
武 

雅
美(

岡
山) 

四
十
年 

 

片
桐 

秀
子(

井
原) 

 

☆各 種 大 会 の ご 案 内☆ 

 〇全日本通信珠算競技大会（各地区） 

【日程】 令和８年１０月１８日(日) 

〇中国五県キッズ珠算競技大会 

（オンライン） 

【日程】 令和８年１１月１日(日) 

〇岡山県下通信暗算競技大会 

(各教場) 

【日程】 令和 8 年１１月３０日(月) 

～１２月６日(日) 

〇岡山県キッズそろばん大会 

【日程】 令和 9 年２月２１日(日) 

【場所】 岡山県生涯学習センター 

 

●
種
目
別
競
技
読
上
暗
算 

小
学
生
の
部 

優
勝 

太
田
侑
李 

二
位 

岩
﨑
碧
凛 

二
位 

福
島
祐
大 

中
学
生
の
部 

優
勝 

花
房
阿
門 

二
位 

德
森
加
帆 

二
位 

今
城
遙
仁 

高
校
一
般
の
部 

優
勝 

平
田
翔
真 

二
位 

中
尾
友
香 

二
位 

藤
井
宏
夢 

●
種
目
別
競
技
読
上
算 

小
学
生
の
部 

優
勝 

長
尾
創
介 

二
位 

福
島
祐
大 

二
位 

中
村
羽
李 

中
学
生
の
部 

優
勝 

坂
口
愛
佳 

二
位 

湯
浅
希
環 

二
位 

田
中
優
菜 

二
位 

今
城
遙
仁 

高
校
一
般
の
部 

優
勝 

平
田
翔
真 

二
位 

藤
井
宏
夢 

●
教
場
対
抗
競
技
成
績 

優
勝 

鈍
行
若
潮
チ
ー
ム 

二
位 

首
尾
木 

そ
ろ
ば
ん
教
室 

●
中
国
五
県
珠
算 

選
手
権
大
会
出
場
者 

（小
学
校
の
部
）十
七
名 

太
田 

侑
李 

渡
邉 

菜
奈 

岩
﨑 

碧
凛 

篠
永 

愉
子 

淺
津 

乃
愛 

福
島 

祐
大 

東
馬 

大
渡 

中
村 

羽
李 

長
尾 

創
介 

西
田 

双
葉 

内
山 

隆
桂 

葭
原 

夏
菜 

川
﨑 

巴
瑠 

猪
頭 

稜
央 

尾
崎 

文
俊 

荻
田 

峻 

武
部 

隼
大 

（中
学
校
の
部
）八
名 

花
房 

阿
門 

德
森 

加
帆 

宮
川 

蒼
斗 

信
木 

心
華 

田
中 

優
菜 

井
堀  

麗
禾 

奥
野 

裕
翔 

湯
浅 

希
環 

（高
校
・一
般
の
部
）四
名 

平
田 

翔
真 

藤
井 

宏
夢 

中
尾 

友
香 

守
本 

陽
信 

 

●
団
体
総
合
競
技 

小
学
生
の
部 

優
勝 

若
潮
ス
ク
ー
ル 

 
 

二
位 

岡
本
珠
算
塾 

中
学
生
の
部 

優
勝 

首
尾
木 

そ
ろ
ば
ん
教
室 

二
位 

則
武 

珠
算
研
究
所 

高
校
一
般
の
部 

優
勝 

若
潮
ス
ク
ー
ル 

●
個
人
総
合
競
技 

小
学
生
の
部 

優
勝 

太
田
侑
李 

二
位 

渡
邉
菜
奈 

二
位 

岩
﨑
碧
凛 

二
位 

篠
永
愉
子 

中
学
生
の
部 

優
勝 

花
房
阿
門 

二
位 

德
森
加
帆 

二
位 

宮
川
蒼
斗 

高
校
一
般
の
部 

優
勝 

平
田
翔
真 

二
位 

藤
井
宏
夢 
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そ  ろ  ば  ん  ボ  ラ  ン  テ  ィ  ア 

第 4３３回・第 4３４回準参段以上検定昇段者 

合 格 お め で と う ！ 

 
第 4３３回（珠算）  第 4３３回（暗算）  

六 段 太田 侑李 (吉備) 準六段 高尾 弦輝 (倉敷) 

準四段 甲本 結太 (新見) 準参段 後藤 真綾 (岡山) 

〃 湯浅 希環 (吉備) 〃 若林 衣織 (備南) 

参 段 門 葡乃俐 (岡山) 〃 尾木 千花子 (吉備) 

準参段 西方 一葉 (岡山) 第 4３４回（暗算）  

〃 東馬 大渡 (賀陽) 七 段 奥野 裕翔 (吉備) 

〃 德森 加帆 (倉敷) 〃 平田 渓 (倉敷) 

第 4３４回（珠算）  準五段 西田 双葉 (備南) 

準五段 大山 海斗 (備南) 〃 草野 真奈美 (東備) 

四 段 見戸 優斗 (岡山) 四 段 今出 絆 (備南) 

〃 門 葡乃俐 (岡山) 参 段 土屋 遥晃 (吉備) 

〃 西田 葵葉 (備南) 〃 武部 隼大 (吉備) 

準四段 今出 絆 (備南) 準参段 勝尾 莉子 (岡山) 

参 段 福島 祐大 (津山) 〃 岡本 真奈 (新見) 

準参段 勝尾 莉子 (岡山) 〃 谷口 志保 (美咲) 

      

      

      

      

      

 

編  集  後  記 
残暑がまだ続いている中、インフルエンザなども流行ってき

ているようです。生徒さんはもちろんですが、先生方も栄養補
給や睡眠を確保して、行事が増えるこの時期をお過ごしくださ
い。 （Y.Ｊ） 

令和 8 年度ボランティア事業が始まりました。 

今年度の全珠連岡山県支部の受付小学校は下記の通りです。 

昨年より減少していますが、まだ多くの小学校より要請をいただきま

した。毎年大変ですが、子どもたちの笑顔に励まされます。 

このように長年ボランティア授業を継続出来ているのは、会員の皆

様がご理解、ご協力下さるからに他なりません。心より感謝申し上げ

ます。 

今年度も皆様お忙しい中恐縮ですが、ご協力よろしくお願いいたし

ます。 

                   研修学対部長 若林 秀実 

新 入 会 員 
 

 

  井原地区  薮井 玲子 

そろばんの魅力を再発見！ 

～そろばんサマーミステリーに参加して～ 

豊田珠算教室 福島祐大 

七月二十六日に、東京都台東区に 

ある日本そろばん資料館で行われた 

「そろばんサマーミステリー」に参加 

してきました。全国各地から約十組が 

抽選で選ばれ、今回は、ぼくが一番遠 

くからの参加だったそうです。 

 資料館の中には、珠が真珠でできた「真珠そろばん」、九九表がつ

いている「国華そろばん」、他にも古いものや海外のものなど変わっ

たそろばんがたくさんありました。 

 イベントでは、最初に学習形式のクイズをしました。面白い選択肢

なども出てきて、みんな大笑い。一問ごとに先生方が解説をしてく

ださり、おかげでそろばんの歴史や世界のそろばんについて深く学

ぶことができました。なんと現在、合計 108 の国・地域でそろばん

学習が行われているそうです。いつかぼくも、海外でそろばんを教

えてみたいと思いました。 

 続いて館内を歩いて学ぶクイズラリーがありました。館内に飾ら

れているそろばんや資料をみながら、個人的に先生方に質問がで

き、とても勉強になりました。 

 最後は珠を使ったキーホルダー作りでした。好きな色の珠で作っ

た、世界でたった一つのキーホルダーはとても良い思い出になりま

した。 

 ぼくは、そろばんサマーミステリーに参加して多くのことを学び、

そろばんにさらに魅力を感じました。この気持ちを忘れず、ふだん

からの練習も、もっとがんばろうと思います。 

そ ろ ば ん サ マ ー ミ ス テ リ ー 

 

小学校名 児童数 小学校名 児童数 

英  田 3 年 10/4 年 13 野  谷 28 

高  島 174 鯉  山 29 

中  川 4 年 3 西 大 寺 87 

大  元 154 陵  南 127 

古  都 28 落  合 19 

加 賀 南 30 御  南 118 

加  茂 29 城 東 台 25 

勝 央 北 32 棚原学園 36 

東  疇 71 神  代 3 年３/4 年７ 

美咲中央 18 建  部 15 

宇  野 143 城  南  3 年 16/4 年 14 

幡  多 150 鹿  田 155 

山  田 20   

     

 

学校数 2５校  児童数 ３年生 1,51７名・４年生 ３７名 
        〈令和８年７月 31 日締切〉 

令和８年度ボランティア受付小学校 

◆全日本珠算選手権大会  参加選手 

  開催日  令和８年８月８日(土)  於  京都府 

支部推薦選手 

 小学生 東馬大渡 中学生 信木 心華 高校生以上 藤井 宏夢 

オープン参加選手 

 中学生 坂口 愛佳 高校生以上 窪木 新司 ・ 中尾 友香 

日 時  令和８年８月１８日（火）  午前 9 時開始 
 於    山口県山口市   「山口県健康づくりセンター」 
主 催  全珠連中国地方連合会 
 
岡山県支部の成績は次の通り 

  〇団体総合競技 
   小学校の部 ３位 若潮スクール 
      〃    ３位 岡本珠算塾 
   中学校の部 ３位 首尾木そろばん教室 
  〇個人総合競技 
   小学校の部 ３位 太 田 侑 李 
      〃    ３位 岩 﨑 碧 凛 
  〇読上暗算競技  

３位 平 田 翔 真 
  〇中国五県対抗競技  ３位 

指 導 者 講 習 会 の ご 案 内 

下記の通り講習会を開催いたします。 
今回は「こども園のそろばん教室」と「読上算について」をテーマ
に講習して頂きます。 
オンラインでの参加も出来ますので、ぜひご参加下さい。 
日 時  令和８年１０月４日（日）１０：００～１２：００ 
場 所  「岡山県珠算会館」及びオンライン 
演 題  ・第一講座  「こども園のそろばん教室」 

・第二講座  「読上算について」 
講 師  岡山県支部副支部長  平上 博 先生 
予定単位  ２単位 
申込締切  令和８年９月２４日（木） 

中 国 五 県 珠 算 選 手 権 大 会 


